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吉田 賢典 

 

物性若手夏の学校は全国の物性物理学を研究・勉強している大学生・大学院生が一同に集い、切磋琢磨できる場です。

本夏の学校の最大の狙いは物性物理に関する基本概念の習得や発表スキルの向上を目的とした企画を通し、参加者に研究

の楽しさを強く実感してもらうことです。 

 

１ 概要 

第 59 回物性若手夏の学校は 2014 年 7 月 29 日から 8 月 2 日までの 5 日間、静岡県浜松市の浜名湖ロイヤルホテルで開

催されました。参加者は総勢 192 名(男性：166 名、女性：26 名)でした。昨年度に比べて全体の参加者数が増え、特に

女性参加者が増えました。 

物性若手夏の学校のプログラムは学習・発表・交流の三つに分かれています。学習の部である講義と集中ゼミは表 1 に

記載してある通りの招聘講師陣に講演をしていただきました。講義は 9 時間を 3 日で、集中ゼミは 3 時間を 1 日で行ってい

ただきました。講演は分野もさることながら内容も基礎的なものから応用的なものまで幅広く、参加者からも好評でした。 

 

表 1：講義・集中ゼミの招聘講師・演題一覧 

企画 講師(敬称略) 演題 

講義 
（3 時間×3 日） 

有馬孝尚 
井村健一郎 
佐々真一 
出口哲生 
戸田泰則 
水戸毅 

Multiferroics～固体中の新奇電磁気学～ 
トポロジカル絶縁体の物理：シンプルだから美しく、そして深い 
ミクロな基本法則とマクロな基本法則の懸け橋 
量子統計力学の可解模型：素励起、臨界現象、非平衡ダイナミクス 
光のトポロジーを使った物性探索 
NMR で観測する重い電子系の電子状態 

集中ゼミ 
（3 時間×1 日） 

越野幹人 
境誠司 
 
沙川貴大 
田中義人 
二国徹郎 
東清一郎 

グラフェンの量子物性 
分子スピントロニクスと界面スピン物性？有機分子・ナノ炭素のスピ

ン流を操る 
情報処理の熱力学 
放射光時間分解Ｘ線回折法と光誘起構造ダイナミクスの研究 
冷却原子気体の物理 
半導体薄膜の結晶成長とデバイス応用 

 

発表の部である分科会とポスターセッションは日本物理学会と同様の形式で行いました。分科会発表者は 40 名、ポス

ター発表者は 88 名＋当日飛び入り参加者 4 名でした。また、分科会では表 2 に記載してある通りの新進気鋭の若手研究

者の方々に 30 分の講演をしていただきました。 

 

表 2：分科会の招聘講師・演題一覧 

企画 講師(敬称略) 演題 

分科会招待講演 
（講演 30 分＋質疑 10 分） 

泉田勇輝 
 
坂上貴洋 
相馬清吾 
徳永祐介 
南部雄亮 
村川智 

最大パワー熱機関物理学の発展と展望～現代的な「火の動力に関する

考察」を目指して～ 
高分子物理から見る生命現象 
スピン分解 ARPES で見たトポロジカル絶縁体の表面電子状態 
ペロフスカイト型希土類鉄酸化物が示す巨大な電気磁気効果 
中性子散乱を用いた磁性研究 
ナノスケールサイズに現れる超流動ヘリウムの新しい現象 
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交流の部では、専門分野の異なる 6～7 名で発表しあうグループセミナー、通常の懇談会、特別企画「座談会」を行い

ました。座談会は参加者・講師間の交流を促進するために今回初めて導入された企画です。 

 

２ 若手の姿～当日の様子から～ 

当日は各企画を通じて参加者それぞれが有意義な 5 日間を送っていたと認識しております。まず、講義・集中ゼミでは

参加者自身の専門分野ではない分野のものを受講している参加者も見受けられ、自らの知識をより拡げようという心意気

が感じられました。多くの参加者が積極的に講師に質問し、講義内容について食事や懇談会などの時間にも議論を行う姿

もありました。分科会では一般の発表者をホームページ上で募集しましたが、定員以上の応募があり、多くの参加者に自

身の研究を発表しようという意欲を感じました。ポスターセッションにおいては飛び入り参加者もいました。今回はポス

ター会場を懇談会場と同じにし、懇談会中にもポスターを設置したところ、ポスターセッションの時間外にも発表をして

いる参加者も見受けられました。座談会には講師の方々への多数の質問が寄せられました。具体的には学生時代に苦労し

たことは？学生時代に夏学に参加したときの思い出は？博士課程に進むか迷ったか？今のポストにつくまで、どんな苦労

があったか？大学院在学中の結婚・出産をどう思うか？結婚前後で研究に対する意識の変化は？プロポーズの言葉は？と

いった質問内容がありました。 

次に、一般参加者を対象に行ったアンケートを通して寄せられた声を幾つか紹介します。 

•学会とは違い、初心者でもわかるような説明が聞けたし、初歩的な質問にも丁寧に答えてくれてよかった。 

•同分野、異分野の人と話ができ、有意義だった。 

•自分の研究について見直すいい機会になった。 

•自分に近い分野の仲間と出会えて励みになった。 

•ポスターセッションやグループセミナーは全く知らない分野でも、初歩的な質問が気軽にできて勉強になった。 

•普段長時間話せない先生と食事や懇談会で話す機会があるのはよいと思った。 

•第一線で活躍する先生方の研究に対する思いはとても勉強になった。 

•先生方の人生観や哲学が聞けて面白かった。 

•大変刺激的な五日間となった。 

以上の声からも、参加者は講義・集中ゼミやポスターセッションなどの企画を十分に活用し、交流を通して広く刺激を

受けた、ということが読み取れます。 

 

３ 決算報告 

表 3 に第 59 回物性若手夏の学校の決算を示します。 

 

表 3：第 59 回物性若手夏の学校決算 

収入の部  支出の部   
機関からの援助 

材料科学技術振興財団 
東北大学金属材料研究所 
京都大学基礎物理学研究所 
東京大学物性研究所 
浜松観光コンベンションビューロー 

企業等協賛金 
参加費等 
テキスト収入他 
預金利息 

1,692,249 
100,000 
205,200 
487,050 
499,999 
400,000 

1,212,000 
980,000 
111,300 

97 

講師招聘費 
世話人援助費 
参加者援助費 
テキスト印刷費・郵送費 
ポスター印刷費・郵送費 
 
概要集等印刷費・郵送費 
企画運営費 
準備局経費 
 

677,510 
896,100 
347,000 
444,160 
132,173 

 
237,600 
332,139 
737,584 

 
小計 3,995,646 小計 3,804,266 

第 59 回のための準備金 845,697 第 60 回のための準備金 1,037,077 
合計 4,841,343 合計 4,841,343 
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貴研究所からのご援助(50 万円)は「テキスト印刷費・郵送費、及び貴研究所よりお借りしたポスターボードの運搬費

の一部」という支出に対して使用させて頂きました。どちらも本物性若手夏の学校の主要企画である講義、集中ゼミ、ポ

スターセッションに欠かせない支出です。貴研究所の夏の学校へのご支援を心より感謝致します。また、ポスターボード

をお貸しして頂いたことにも、重ねてお礼申し上げます。今後とも物性若手夏の学校へのご支援を賜りますよう、心より

お願い申し上げます。 

 

４ 「物性若手」の魅力 

物性若手夏の学校は講義など受動的な機会に加えて、若手研究者同士の研究交流と研究スキルの研鑽の場としての役割

を担っています。その最大の魅力は、通常の研究会とは異なり、物性物理分野全体から参加者が集まることで実現される

超異分野間交流にあります。そこに更に参加者の持つ研究への熱意と、分野の垣根を越えようとする勢いが加わることで

普段の研究生活では得られないような貴重な価値を得ることができます。今年も多くの参加者が分野を越えたネットワー

クを得ることができ、自身の研究へのモチベーションを高めてくれました。 

来年度の第 60 回物性若手夏の学校準備局も研究会期中に発足し、若手研究者の交流はさらに脈々と続いていくことが

期待されます。これからも多分野の若手研究者が集まる 5 日間の共同生活という非日常的な体験から、かけがえのない時

間にして欲しいと思います。近年掲げている参加者主体の夏の学校の方針を維持し、議論・発表の企画を充実させていく

ことで、物性若手夏の学校が物性科学を大きく進展させるような新たな研究を生み出す舞台となっていくことを願います。 

 

５ プログラム詳細 

 

表 4：第 59 回物性若手夏の学校プログラム 

7 月 29 日(火) 7 月 30 日(水) 7 月 31 日(木) 8 月 1 日(金) 8 月 2 日(土) 

 朝食 
7:00～8:30 

朝食 
7:00～8:30 

朝食 
7:00～8:30 

朝食 
7:00～8:30 

    

講義 
9:00～12:00 

講義 
9:00～12:00 

講義 
9:00～12:00 

チェックアウト 
9:00～10:00 

 

昼食 
12:00～13:00 

昼食 
12:00～13:00 

昼食 
12:00～13:00 

 ポスターセッション 
13:00～15:00 

ポスターセッション 
13:00～15:00 チェックイン 

13:30～15:30 
グループセミナー 

13:30～18:30   

 

開校式 
16:00～17:00 

 分科会 
16:00～19:00 

集中ゼミ 
16:00～18:30 

 

講義プレビュー 
17:00～18:30 

  夕食 
18:30～19:30 夕食 

19:00～20:00 
夕食 

19:00～20:00 
夕食 

19:00～20:00 
 

   

閉校式 20:30～21:00 

懇談会 
21:00～23:30 

懇談会・座談会 
21:00～23:30 

懇談会 
21:00～23:30 

懇談会 
21:00～24:00 
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図１：講義の様子、集中ゼミの様子 

 

 

 

 

 

   

図 2：分科会発表の様子、ポスター発表の様子 

  




